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1 弥生時代、争いを通じていくつかのむらがまとまって生まれたものは?

ア 県 イ藩 ウくに エ 幕府 こたえ 

2 卑弥呼は、どのようにして国を治めたと伝えられる?

ア 鉄砲で戦って イうらないやまじないで人々を従えた ウ 大きな船で貿易して

エ選挙で選ばれて こたえ 

3 古墳のまわりや上に並べられた土製の焼き物を何という?

アはにわ イまが玉 ウ 銅 鏡 エ 土偶 こたえ 

4 縄 文時代の人々が、動物の骨や角で作った道具は?

ア 石包丁 イ 釣り針 ウ 鉄の刀 エ 銅鐸 こたえ 

5 大和政権(大和朝 廷)の勢力は、主にどのあたりから広がった?

ア 北海道 イ 関東の東のはし ウ 沖縄 エ 奈良盆地を中 心とする近畿地方 こたえ 

6 縄 文時代にはなく、弥生時代になって見られるようになったものは?

ア 弓矢 イたて穴住 居 ウ水田 エ 土器 こたえ 

7 弥生時代の人々は、ふだんどんな家に住んでいた?

ア 寝殿造 イ書院造 ウ 高床倉庫 エたて穴住 居 こたえ 

8 収穫した米をたくわえた、ねずみや湿気を防ぐ建物は?

ア天守閣 イ 高床倉庫 ウたて穴住 居 エ 五重塔 こたえ 

9 地面をほって、昔の人のくらしの跡や道具を調べることを何という?

ア 発掘調査 イ 交通 量調査 ウ 世論調査 エ国勢調査 こたえ 

10 弥生時代、収穫した稲の穂をつみ取るのに使った道具は?

アくわ イ 石包丁 ウすき エ 鉄砲 こたえ 

じょうもん やよい こふん じだい

やよい じだい あらそ つう う

けん はん ばくふ

ひみこ くに おさ つた

てっぽう たたか ひとびと したが おお ふね ぼうえき

せんきょ えら

こふん うえ なら どせい や もの なん

たま どうきょう どぐう

じょうもん じだい ひとびと どうぶつ ほね かく つく どうぐ

いしぼうちょう つ ばり てつ かたな どうたく

やまと せいけん やまと ちょうてい せいりょく おも ひろ

ほっかいどう かんとう ひがし おきなわ なら ぼんち ちゅうしん きんき ちほう

じょうもん じだい やよい じだい み

ゆみや あなじゅうきょ すいでん どき

やよい じだい ひとびと いえ す

しんでんづくり しょいんづくり たかゆか そうこ あなじゅうきょ

しゅうかく こめ しっけ ふせ たてもの

てんしゅかく たかゆか そうこ あなじゅうきょ ごじゅうのとう

じめん むかし ひと あと どうぐ しら なん

はっくつちょうさ こうつうりょうちょうさ せろん ちょうさ こくせいちょうさ

やよい じだい しゅうかく いね ほ と つか どうぐ

いしぼうちょう てっぽう



11 卑弥呼が治めたと伝えられる国の名前は?

ア 出雲 イ 邪馬台国 ウ 大和政権 エ 奴国 こたえ 

12 大陸から日本に移り住み、漢字や織物などの技術を伝えた人々を何という?

ア 御家人 イ 大 名 ウ 町 人 エ 渡来人 こたえ 

13 卑弥呼が活やくしたのは、およそ何世紀?

ア 1世紀 イ 3世紀 ウ 6世紀 エ 8世紀 こたえ 

14 古墳の形のうち、上から見て丸い形のものを何という?

ア 円墳 イ 方墳 ウ 前方後円墳 エ 角墳 こたえ 

15 王や豪族の墓として作られた大きな盛り土を何という?

ア 城 イ 寺院 ウ 貝塚 エ 古墳 こたえ 

16 稲作が広まって、むらを指導する力を持つ人が現れた。この人たちはやがて何になった?

アむらやくにの王(支配者) イ 外国の商人 ウ 僧 エ天皇の家来 こたえ 

17 古墳時代、各地を治めた有力な一族を何という?

ア 町 人 イ 大 名 ウ 豪族 エ 御家人 こたえ 

18 卑弥呼が使いを送ったとされる中国の国は?

ア 魏 イ隋 ウ 唐 エ明 こたえ 

19 弥生時代に稲作とともに伝わった、薄くてかたい土器を何という?

ア 縄 文土器 イ 弥生土器 ウ 須恵器 エ 青磁 こたえ 

20 米作りのために、むらの人々が協 力して行うようになったことは?

ア水路を引いて、田に水を送ること イ 大きな古墳を作ること ウ 鉄砲を作ること

エ 遣唐使を送ること こたえ 

ひみこ おさ つた くに なまえ

いずも やまたいこく やまと せいけん なこく

たいりく にほん うつ す かんじ おりもの ぎじゅつ つた ひとびと なん

ごけにん だいみょう ちょうにん とらいじん

ひみこ かつ なに せいき

せいき せいき せいき せいき

こふん かたち うえ み まる かたち なん

えんふん ほうふん ぜんぽうこうえんふん かくふん

おう ごうぞく はか つく おお も つち なん

しろ じいん かいづか こふん

いなさく ひろ しどう ちから も ひと あらわ ひと なに

おう しはい しゃ がいこく しょうにん そう てんのう けらい

こふん じだい かくち おさ ゆうりょく いちぞく なん

ちょうにん だいみょう ごうぞく ごけにん

ひみこ つか おく ちゅうごく くに

ぎ ずい とう めい

やよい じだい いなさく つた うす どき なん

じょうもん どき やよい どき すえ き せいじ

こめつく ひとびと きょうりょく おこな

すいろ ひ た みず おく おお こふん つく てっぽう つく

けんとうし おく



こたえ　しょう6 しゃかい「縄文・弥生・古墳の 時代」 その2

1  ウ くに

2  イ うらないやまじないで人々を従えた

3  ア はにわ

4  イ 釣り針

5  エ 奈良盆地を中心とする近畿地方

6  ウ 水田

7  エ たて穴住居

8  イ 高床倉庫

9  ア 発掘調査

10  イ 石包丁

11  イ 邪馬台国

12  エ 渡来人

13  イ 3世紀

14  ア 円墳

15  エ 古墳

16  ア むらやくにの王(支配者)

17  ウ 豪族

18  ア 魏

19  イ 弥生土器

20  ア 水路を引いて、田に水を送ること


